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� 事 象 の 概 要

� 平成２９年３月２７日，女川２号機原子炉建屋地下３階（放射線管理区域）において，
作業のため設置していた仮設の排水ポンプの取り外し作業を行った際，仮設ホースの
接続部を外そうとしたところ，配管内に溜まっていた放射性物質を含む水が漏えいし
た。（漏えい量：約５リットル，放射能量：約３．４×１０３ベクレル※１）

� その際，漏えいした水の一部が，当該作業を行っていた協力企業の作業員３名にか
かった。（その後の検査により，汚染がないこと，外部被ばくおよび内部被ばくがな
いことを確認した。）

※１「実用発電用原子炉の設置，運転等に関する規則」に基づく報告基準の約１，０００分の１程度。 （核種はコバルト６０）
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� 原 因

� 本来，作業前に閉めるべき「出口弁」が開いた状態で仮設排水ポンプの取り外し作業が
行なわれたために，残水量が多くなり漏えいに至った。
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【原因①】

工事責任箇所である計測制御グ
ループは，仮設排水ポンプ担当の
共用設備グループに対し，安全処
置（出口弁の閉）の管理をどちら
が主体的に行うか 明確にしてい
なかった

⇒他グループへの依頼事項
が不明確

【原因②】

共用設備グループは，協力企業
から作業開始について連絡を受け
たが，仮設の排水ポンプの取り外
しまでは行わないと思い，作業を
許可した

⇒作業開始前の相互確認が
不十分

【原因③】

作業開始の許可を得たことで，作
業手順に基づく出口弁の確認は
共用設備グループ側で実施済で
あると思い，弁の開閉状態を直接
確認しなかった

⇒作業手順に従い確実に作

業を行うことに対する慎重さ
が不足

※１ 作業を安全に実施するために，予め機器の電源を切るなどの必要な処置

担当者

共用設備グループ
（仮設排水ポンプ管理箇所）

計測制御グループ
（工事責任箇所）

担当者

仮設排水ポンプの
取り外しを依頼

安全処置※１は，取
り付け時と同様に
共用設備グループ
から依頼があると
思っていた

安全処置は取り付
け時と同じである
ため，計測制御グ
ループが実施する
と思っていた

原因①

作業員
許可

作業開始を連絡

（協力企業）（当社）

原因② 出口弁（開）

作業手順

確
認

出口弁の状態は共
用設備グループで
確認済と思った

作業着手

原因③

（作業現場）

・出口弁閉を確認する

・
・

・
・
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� 再発防止対策
� 基本動作に関わる事項（作業範囲の明確化，相互確認の徹底，協力企業への教育）について，
これまでの対策に取り込み，対策の実効性を高めていく。
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○品質保証体制総点検を踏まえた強化
・トップマネジメント強化
・情報伝達・対応明確化
・人員補強と評価・検証 等

○誤信号による非常用炉心冷却系作動等を踏まえた強化
・計画外作業手順承認プロセスの明確化
・コミュニケーションの充実等

Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６

継続的な改善・強化

▲
・品質保証体制総点検

▲
・誤信号による非常用
炉心冷却系の作動
・残留熱除去系圧力上昇
の誤判断
・操作していない制御棒の挿入等

▲
・東日本大震災

• 平成１８年，品質保証体制の総点検を行い，トップマネジメントの強化，トラブル情報等の社内情報伝
達と対応の明確化，人員の適正配分と評価・検証などの品質保証体制の強化

• 平成２１年，女川1号誤信号による非常用炉心冷却系の作動等のヒューマンエラーが発生し，対策
として計画外作業の管理を強化

• 上記，対策の取組みを行なっている中，平成２７年以降，女川１号所内電源停電事象等が発生してい
ることから，ヒューマンエラー低減活動を定着させる取組みを展開中

ヒューマンエラーに係わる継続的な改善・強化
～品質保証体制総点検(平成１８年）以降～

Ｈ２７ Ｈ２８

○ヒューマンエラー事象を踏まえた強化
・｢リスク想定」の充実
・「基本動作の徹底」 等

Ｈ２９
▲
・1号所内電源
停電

▲
・1号機海水漏えい

▲
・地震後健全性
記録不備

▲
・2号機放射性物質含む
水の漏えい 4



至近のヒューマンエラー※１
過去のヒューマンエラー対策※２

過去のヒューマンエラー対策の
改善・強化 対策

事象 原因

１号機
所内電源停電

計画外作業の作業手
順を複数グループが共
同で作成する際の最終
責任者が明確となって
いなかった

【計画外作業手順承認プロセスの明確化】

� 計画外作業の作業手順の立案から承
認に至るまでのプロセスを要領書に反
映した 【改善・強化】

� 共同で作業手順を立案する
際の最終責任者の明確化

【最終責任者明確化】

� 複数グループで計画外作業
手順を立案する際の最終責
任者を明確化した

２号機放射性物
質を含む水の漏
えい並びに作業
員への被水

当社と協力企業間にお
ける作業開始前の相互
確認が不十分

【相互共有】

� 保安活動を行うために重要な情報を関
係者が相互に共有する
-協力企業を含めたコミュニケーション
教育

【改善・強化】
� 作業内容の確実な伝達

【相互に共有すべき事項明確化】

� 作業開始前に当社と協力企
業間で相互に確認・共有すべ
き事項を作業前チェックカード
に明確化

※１：至近のヒューマンエラー事象と原因のうち，過去のヒューマンエラーの原因と関連のあるものを抽出

ヒューマンエラーに係わる継続的な改善・強化
～過去のヒューマンエラー対策～
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� 至近のヒューマンエラーの原因に対し，過去の対策との関連性を確認

� 過去の対策は行なっていたものの，原因を踏まえ対策の改善・強化

※２ ：「誤信号による非常用炉心冷却系（炉心ｽﾌﾟﾚｲ系）の作動」，「残留熱除去系（Ｂ）系統圧力上昇の誤判断」および「原子炉起動中の操作していない制御棒
の挿入」に対する共通対策

左記対策は実施していた

左記対策は実施していた



� 最後に
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� 今回策定した再発防止対策を含め，現在進めているヒューマンエラー低減に向けた

取組みが着実に浸透・定着するよう努めるとともに，継続的な改善を図りながら取り

組んでまいります。

� 原子力に携わる事業者には高い業務品質が求められることを今一度認識し，

原子力発電所の安全性向上はもとより，地域の皆さまからの信頼をいただけるよう，

しっかりと取組んでまいります。


